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　1979( 昭和 54) 年の 5 月に松林分館は開館し今年で
31 年になりました。これは地域の公民館として、多く
の人々に支えられながら、この 31年があるのだと思い
ます。
　そしてだれでもなんでも展が始まったのが、開館して
1年後の 1980( 昭和 55) 年でした。
利用者交流会に分館の職員から、
　①地域の手作りの文化を育てるために
　②サークルやグループの活動の発表の場として　
　③出会い、ふれあいの場として
　④公民館の活動を出来るだけ地域の人々に知ってもら
　　うため、そして、何よりも、皆で一つのものを作り

　出す経験を共有しながら、地域に働きかけてい
　く力を利用者が持つと言うことを期待して提案さ
　れた、と記述されている。
　利用者交流会の議論の中では、「だれでもが、気
軽に参加出来る場にしていこうということがコンセ
プトになっており、30 回を迎えた本年もこのコン
セプトは変わっていない。」という意見がありまし
た。これは素晴らしいことであり、この10月16日、
17 日に開催される「だれでもなんでも展」がいま
から楽しみとなっています。　
　　　　　　　　　　　松林会館副館長　岸野幸司

「だれでもなんでも展」30 回を迎えるにあたって

だれでもなんでも展ポスター



第
30
回
松
林
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展

　

個
人
参
加
・
出
品
募
集

　

毎
年
恒
例
の
地
域
の
ミ
ニ
文
化
祭
の

松
林
﹁
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
﹂。
展
示
、

演
示
に
出
品
・
出
演
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

自
分
で
作
っ
た
作
品
、
ご
家
族
、
お
友

達
の
作
品
な
ど
、
誰
で
も
出
品
で
き
ま

す
。
自
分
の
手
で
作
っ
た
も
の
、
お
店
で

は
買
え
な
い
も
の
な
ら
い
い
の
で
す
。

　

一
生
懸
命
作
っ
た
夏
休
み
の
作
品
、
日

曜
大
工
、
趣
味
、
手
芸
の
品
々
な
ど
な
ん

で
もO

K

で
す
。
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ん

だ
ら
、
今
度
は
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
見

せ
て
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
き
っ
と

あ
な
た
の
作
品
も
喜
ぶ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
る
﹁
だ
れ
で

も
な
ん
で
も
展
﹂
は
、1

9
8
0

年
７
月

に
行
な
わ
れ
た
利
用
者
交
流
会
に
お

け
る
職
員
の
提
案
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
同
年
９
月
の
利
用
者
交
流
会
で
、

正
式
に
松
林
ミ
ニ
文
化
祭
準
備
会
が

発
足
し
、
展
の
イ
メ
ー
ジ
や
文
化
祭

の
名
称
等
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
の
名
称
は
﹁
だ
れ
で
も
な
ん
で

も
展
﹂
、
展
の
イ
メ
ー
ジ
は
﹁
手
作
り
、

下
駄
履
き
で
参
加
で
き
る
こ
と
、
あ

た
た
か
さ
が
あ
る
こ
と
、
お
師
匠
さ

ん
の
発
表
会
に
な
ら
な
い
こ
と
、
個

人
で
参
加
で
き
る
こ
と
、
日
常
の
活

動
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
に
よ
り
も

松
林
の
宣
伝
を
﹂
と
い
う
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
実
行
委
員
の
手
で
﹁
展
﹂

の
チ
ラ
シ
が
各
戸
配
布
さ
れ
、
ポ
ス

タ
ー
が
貼
ら
れ
、
近
所
に
作
品
募
集

を
直
接
呼
び
か
け
る
と
い
う
活
動
が

行
な
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
こ
の
﹁
だ
れ
で
も
な
ん

で
も
展
﹂
は
、
回
数
を
重
ね
て
い
く

な
か
で
、
﹁
一
、
地
域
で
こ
つ
こ
つ
と

行
な
わ
れ
て
い
る
文
化
の
営
み
を
掘

り
起
こ
し
て
繋
げ
て
い
く
、
二
、　

そ

の
役
割
を
松
林
分
館
の
利
用
者
と
地

域
の
人
々
が
共
同
で
担
っ
て
い
く
こ

と
、
三
、
サ
ー
ク
ル
、
グ
ル
ー
プ
の

活
動
や
松
林
分
館
の
活
動
を
地
域
に

繋
げ
て
い
く
﹂
と
い
う
役
割
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
﹁
だ
れ

で
も
な
ん
で
も
展
﹂
は
、
利
用
者
発

表
会
と
は
異
な
り
、
地
域
で
行
な
わ

れ
て
い
る
地
道
な
文
化
的
な
営
み
を

掘
り
起
こ
す
作
業
と
、
自
分
た
ち
の

行
な
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
伝

え
る
と
い
う
、
相
互
の
関
係
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
位
置
づ
け
を
、

実
行
委
員
会
の
中
で
毎
年
確
認
し
な

が
ら
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
29
回
﹁
だ
れ
で
も
な
ん
で

も
展
﹂
開
催
に
向
け
て
、
計
６
回
実

行
委
員
会
が
開
か
れ
、
述
べ
１
４
９

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
る
﹁
だ
れ

で
も
な
ん
で
も
展
﹂
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
８
月
の
時
点
で
す
で
に
３

回
の
実
行
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
サ
ー
ク
ル
が
集
ま
り
、
﹁
30

回
﹂
と
い
う
節
目
を
ど
う
迎
え
る
か

に
つ
い
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
話
し

合
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
が
、
手
作
り
で
創
り

あ
げ
て
い
る
こ
の
﹁
だ
れ
で
も
な
ん

で
も
展
﹂
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

﹁
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
﹂
の
始
ま
り
か
ら

演
示
部
門

16
日
︵
土
︶

　

ウ
ク
レ
レ
、
イ
ン
ド
舞
踊

17
日
︵
日
︶

　

オ
カ
リ
ナ
、
マ
ジ
ッ
ク
、
歌
、
大
正
琴
、

　

合
唱
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
剣
詩
舞
、

　

ウ
ク
レ
レ
、
童
謡

第
30
回
松
林
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展

　
　
　
　

９
月
１
日
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

展
示
部
門

　

水
彩
画
、
陶
芸
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

　

押
し
絵
、
竹
細
工
、
篆
刻
、
絵
手
紙
、

　

書
道
、
生
け
花
、
ビ
ー
ズ
、
平
和
展
示

模
擬
店
部
門

　

焼
き
そ
ば
、
赤
飯
、
だ
ん
ご
、

　

か
け
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

　

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
、

　

お
で
ん
、
ク
ッ
キ
ー
等

現
在
、
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
実
行
委
員
会

に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
を
し
て
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
、
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
福
生
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。



５月 13日
４月 21日

５月 18日

５月 21日

６月 27日

７月１日

８月 19日

松林会館では、今年もゴーヤによる緑のカーテンに取り組んでいます

栽培したゴーヤでゴーヤ茶を作りました。だれでもなんでも展で試飲を予定しています。

カットしたゴーヤ　　　　　　　　天日干したゴーヤ　　　　　　　から煎りしたゴーヤ

ゴーヤの成長過程は、福生市のホームページにも掲載しています。

７月 16日



主
催
講
座
の
ご
案
内

問
合
せ
・
申
込
み 

公
民
館
松
林
分
館

　
　
　
　

(

☎
５
５
２-

３
６
２
４)

松
林
分
館
で
は
、
次
の
よ
う
に
様
々
な
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
主
催
講
座
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
多
少
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

﹁
平
和
な
と
き
﹂

　

戦
争
や
平
和
に
関
す
る
紙
芝
居
や

絵
本
な
ど
を
朗
読
し
、戦
争
の
な
い
、

平
和
な
世
界
を
考
え
る
機
会
と
し
ま

す
。
皆
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。

日
時　

10
月
17
日
︵
日
︶
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
︵
当
日
は
だ
れ
で
も

な
ん
で
も
展
を
開
催
中
︶

定
員　

先
着
70
人

　

松
林
分
館
の
庭
に
あ
る
草
木
を

じ
っ
く
り
観
察
し
ま
せ
ん
か
。
春
夏

に
摘
ん
だ
花
や
葉
を
押
し
花
に
し

て
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
も
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
16
日
︵
土
︶

第
１
回　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時

30
分
ま
で
。

﹁
松
林
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
10
﹂

　

子
育
て
は
、
迷
っ
て
、
悩
ん
で
毎

日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き

ま
す
。
心
あ
た
り
の
貴あ

な

た女
！
子
育
て

中
だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ

り
を
通
し
て
日
頃
の
事
を
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

親
子
学
習
﹁
ド
キ
ド
キ
マ

マ
の
ス
ッ
キ
リ
子
育
て
﹂

＊
親
子
学
習
に
つ
い
て

子
供
を
保
育
士
に
預
け
ま
す
が
、
自

分
の
子
ど
も
を
含
め
、
保
育
士
と
一

緒
に
交
代
で
保
育
係
を
し
な
が
ら
学

び
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
相
談
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
27
日
～
平
成
23
年
２
月

２
日
の
水
曜
日
︵
た
だ
し
11
月
３
日
・

12
月
29
日
・
１
月
５
日
は
休
み
︶

午
前
10
時
～
正
午　

全
12
回

第
２
回　

午
前
11
時
30
分
か
ら
12

時
30
分
ま
で

対
象　

一
般
成
人

　

︵
小
学
生
以
下
は
大
人
同
伴
︶

定
員　

各
回
10
人

直
接
来
館
の
上
申
込
み
く
だ
さ
い
。

︵
当
日
は
だ
れ
で
も
な
ん
で
も
展
を

開
催
中
︶

対
象　

１
歳
以
上
で
就
学
前
の
幼

児
と
親
︵
０
歳
児
は
ご
相
談
下
さ

い
︶

定
員　

10
組
︵
応
募
多
数
の
場
合

は
責
任
抽
選
︶

講
師　

林
田
道
子
氏

申
込　

10
月
19
日
︵
火
︶
ま
で
に

直
接
、
公
民
館
松
林
分
館
へ

JR八高線←高崎 →八王子
東福生駅

マルフジ

武蔵野台
体育館

産業道路

武蔵野台図書館
武蔵野台児童館

ガソリン
スタンド

ガソリン
スタンド

JR青梅線←青梅 →立川

福生駅

西　

友

松林分館
福生市公民館

西口

東口

公民館松林分館

〒197-0013　東京都福生市武蔵野台1-15-1
　　　　　　（☎）042-552-3624　（Fax）042-530-2512

ＪＲ青梅線福生駅東口より、徒歩約10分
ＪＲ八高線東福生駅南口より、徒歩約５分
駐車場が狭隘のため、できるだけ車でのご来館をご遠慮ください

南口

公
立

福
生
病
院 西

友

公民館松林分館周辺地図

福生市
健康センター

柳通り


